
NEXCO東日本管内の高速道路におけるNEXCO東日本管内の高速道路における
次世代自動車充電インフラ整備ビジョン

第１回変更：平成２６年１月



【 】 【 】

１．充電インフラの現状

【現状】
NEXCO東日本では、低炭素社会実現のための電気自動車

普及促進に向けた取組みとして、平成21年度の第三京浜
道路 都筑パーキングエリア・保土ヶ谷パーキングエリアへの
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道路 都筑パ キングエリア 保土ヶ谷パ キングエリアへの
整備に始まり、これまで合計１６基の電気自動車用急速充
電器を設置しているところである。

越後川口ＳＡ（上下）

谷川岳ＰＡ（上下）

【利用状況】
H22年度までに整備した神奈川県の４箇所の平均利用回数

は、当初、1回/日程度であったが、現在では8回/日程度と
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なっている。
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２．充電インフラ整備箇所の考え方と整備箇所

NEXCO東日本では、電気自動車普及促進に向けた取組みとして、電気自動車用急速充電器を整備を行っていくため、経
済産業省「次世代自動車充電インフラ整備促進事業補助金」（平成２４年度補正予算）を活用し、今後（平成２６年１０月ま
で）の整備箇所として整備ビジョンを策定する。

【整備箇所の考え方】
・急速充電器は、高速道路のサービスエリア・パーキングエリアに整備する。
・現在の電気自動車及び急速充電器の普及状況及び交通動向等を踏まえ、首都圏内の移動、首都圏と周辺主要都市間の移動、主

要都市内の移動を想定した範囲に配置する。
・既に設置している関越自動車道及び北陸自動車道（東京～新潟）の区間に追加で配置する。
・他の高速道路会社管理の高速道路との連続性を考慮した配置とする。
・１サービスエリア・パーキングエリア（上下別）あたり急速充電器1基とする。

【整備ビジョンリスト】
上記の考え方を基づき 次世代自動車充電インフラ整備促進事業補助金を活用した整備対象箇所は下表のとおりとする上記の考え方を基づき、次世代自動車充電インフラ整備促進事業補助金を活用した整備対象箇所は下表のとおりとする。

道路名

上信越自動車道 横川SA 上り線・下り線 各1基

上信越自動車道 東部湯の丸SA 上り線・下り線 各1基

長野自動車道 姨捨SA 上り線・下り線 各1基

設置場所
基数

休憩施設名道路名
道央自動車道 輪厚PA 上り線・下り線 各1基

東北自動車道 蓮田SA 上り線・下り線 各1基

東北自動車道 羽生PA 上り線・下り線 各1基

基数
休憩施設名

設置場所

長野自動車道 姨捨SA 上り線・下り線 各1基

北陸自動車道 名立谷浜SA 上り線・下り線 各1基

北陸自動車道 米山SA 上り線・下り線 各1基

北陸自動車道 栄PA 上り線・下り線 各1基

東関東自動車道 酒々井PA 上り線・下り線 各1基

館山自動車道 市原SA 上り線・下り線 各1基

館山自動車道 君津PA 上り線・下り線 各1基

東北自動車道 佐野SA 上り線・下り線 各1基
東北自動車道 都賀西方PA 上り線・下り線 各1基
東北自動車道 上河内SA 上り線・下り線 各1基
東北自動車道 那須高原SA 上り線・下り線 各1基

東北自動車道 安達太良SA 上り線・下り線 各1基

東北自動車道 国見SA 上り線・下り線 各1基

東北自動車道 菅生PA 上り線・下り線 各1基
東京湾ｱｸｱﾗｲﾝ 海ほたるPA 上り線・下り線 各1基

北関東自動車道 波志江PA 東行き・西行き 各1基

北関東自動車道 壬生PA 東行き・西行き 各1基

北関東自動車道 笠間PA 東行き・西行き 各1基

首都圏中央連絡自動車道 狭山PA 内回り・外回り 各1基
首都圏中央連絡自動車道 高滝湖PA 内回り・外回り 各1基

66基合計

山形自動車道 山形蔵王PA 上り線・下り線 各1基

常磐自動車道 守谷SA 上り線・下り線 各1基

常磐自動車道 千代田PA 上り線・下り線 各1基

常磐自動車道 友部SA 上り線・下り線 各1基

関越自動車道 高坂SA 上り線・下り線 各1基

関越自動車道 嵐山PA 上り線・下り線 各1基

関越自動車道 赤城高原 上り線 下り線 各 基
66基合計

関越自動車道 赤城高原SA 上り線・下り線 各1基

関越自動車道 塩沢石打SA 上り線・下り線 各1基
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２．充電インフラ整備箇所の考え方と整備箇所

【整備ビジョンマップ】
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３．設置及び運営の要件

第１の事業の申請にあたり、一般社団法人次世代自動車振興センターが定める要件に加え、NEXCO
東日本が管理運営している高速道路の特性を鑑みて、急速充電器の設置及び運営に関する要件を以
下のとおりとする下のとおりとする。

≪設置及び運営の要件≫

・NEXCO東日本管内に整備する急速充電器は、適正な配置間隔を確保し、同一なサービスを

提供するため６６基を一括して整備・運営を行うことが望ましい

・設置する充電インフラ設備の整備・資産所有区分については次項に示すものとする設置する充電インフラ設備の整備 資産所有区分については次項に示すものとする

・２４時間/日の運営を行うものとする

・利用者からの問合せや機器の故障に常に対応できる体制を構築するものとする

整備 た設備は 常 良好な状態が保たれ よう定期的な点検を行うも とす・整備した設備は、常に良好な状態が保たれるよう定期的な点検を行うものとする

・運営期間は、原則運用開始後８年間とする（８年後以降については別途協議する）

・利用状況等のデータを整理し、NEXCO東日本が求める情報を共有する
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４．急速充電インフラ設備の整備と資産所有区分

高速道路における充電インフラとして整備する設備及びその資産の所有区分は下表のとおりとし、補助金の
申請については共同申請を行うものとする。
なお、NEXCO東日本の資産・設備は有償で使用することが前提となるが、詳細は別途決定する。

整備・
運営事業者

NEXCO
東日本

項目 内容

整備及び
資産所有者区分

運営事業者 東日本
急速充電器、会員認証装置、非常用電源（２００Ｖ電源）、電灯等 ○
機器設置用基礎（コンクリート製） ○
受配電設備改造、引込み柱、配線（受配電設備・引込み柱～開閉器）、配管、開閉器 ○
配線（開閉器～急速充電器） ○

電力供給設備

急速充電器

駐車ます 舗装、路面標示、縁石、車止め ○
案内看板 高速道路上、休憩施設内 ○
積雪寒冷地対策 駐車マス上の上屋 ○
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